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例日

1 本書は北陸新幹線道水路付替工事に伴う小竹員塚の発掘調査報告書である。

2 本調査は牛ヶ首用水土地改良区の発注を受け、富山市教育委員会埋蔵文化財センターの監理のも

と、株式会社エイ・テックが実施した。

3 発掘調査の概要は以下の通りである。

現地発掘調査平成25年3月12日～同年3月18日

基礎整理平成25年3月18日～同年3月22日

整理作業・報告書作成 平成25年6月25日～同年12月27日

監理担当者堀内大介（富山市教育委員会埋蔵文化財センター主査学芸員）

現地調査担当者 岡田一広・吉田有里（株式会社エイ・テック）

整理作業担当者 岡田一広 ・吉田有里・後藤浩之（株式会社エイ・テック）

4 現地調査から報告書の作成において、次の各氏より御指導・御協力を賜った。記して謝意を表し

ます（順不同・敬称略）。

河合忍、下漬貴子、杉山拓己、林大智、久田正弘、藤田慎一、町田賢一、安中哲徳

5 自然科学分析は株式会社パレオ・ラボに依頼し、その報文を第百章に掲載した。

6 本書の執筆は第 I・ II章を堀内、第E章第4節の木製品を後藤、それ以外を岡田が行った。各々

の文責は文末に記した。

7 本書の編集は岡田が担当した。

凡 例
1 方位は座標北、水平水準は東京湾平均海面の海抜高で、ある。

2 公共座標は平面直角座標、日本測地系（第四系）を使用し、南北をX軸、東西をY軸とした。

3 遺構表記は以下の記号を用いた。

SM：貝塚 s D：溝
4 土壌名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修

『新版標準土色帖』 (2003年版）に準拠している。

5 遺構実測図中の塗り表現は以下の通りである。

仁」地山 コンクリート

6 遺物実測図中の塗り表現は以下の通りである。

〔土器類〕 〔石器〕

Eヨ炭化物 EJJ赤彩 亡コ磨面（正面図側面図）、蛇紋岩（断面）

〔木製品〕

Eヨ焦げ目
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第I章調査の経過

第1節調査に至る経過

小竹貝塚は、昭和33年高瀬保氏や昭和39年岡崎卯一氏らの調査で、縄文時代前期の貝塚であるこ

とが分かつた。昭和40年には、文化財保護委員会刊行の『全国遺跡地図（富山県）』に「小竹貝塚（No.

424）」として登載され、それ以後周知の埋蔵文化財包蔵地として取扱われた。昭和47年には、富山県

教育委員会刊行の『富山県遺跡地図』に「小竹貝塚（県No.707）」、昭和51年には、富山市教育委員会

（以下、富山市教委）刊行の『富山市遺跡地図』に「小竹貝塚（市No.12）」として登載された。

昭和45年、白石用水路・新鍛治川承水路新設計画が持たれ、それに先立ち昭和45・46年に富山県教

育委員会が2度にわたり調査を行った。調査の結果、縄文時代前期の貝層（大タニシを主体）、土器

廃棄場が確認され、縄文土器、石器、骨角器などが出土した。特筆すべきは、貝層の下から横臥屈葬

位の頭部を欠く人骨がl体発見されたことである〔富山県教委1972〕。この人骨は、林夫門・溝口優

司両氏によって、成年男性と判定された〔林・溝口1985〕。昭和47年に富山市教委による範囲確認調

査が行われ、東西50m、南北90m以上の貝塚で、あることが分かつた〔富山市教委1974〕。

平成20年、新鍛治川改修工事に伴い富山市教委が調査に着手した。調査では、昭和45年に見つかっ

た貝層を再確認し、新たに2体の人骨を発掘した。人骨は、国立科学博物館人類研究部長・溝口優司

氏に鑑定を依頼し、 2体とも熟年～老年の女性と判定された。平成21～24年の調査では、貝層南側に

竪穴住居や柱穴などの遺構を確認した。

平成21～22年、北陸新幹線建設に伴い財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所（以下、

県財団）で、調査を行った。平成21年の調査では、縄文時代前期の竪穴住居、土坑、土器廃棄場などが

確認され、縄文土器、石器、骨角器などが出土した〔県財団2010〕。平成22年の調査では、縄文時代

前期の貝層（ヤマトシジミを主体）、木材加工場などが確認され、縄文土器、石器、骨角器、木製品

などが出土した。貝層中から縄文時代前期では全国最多となる71体の人骨を発見した〔県財団2011〕。

平成24年9月20日、北陸新幹線建設に伴う道水路付替工事について文化財保護法第93条第1項に基

づく届出が独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部北陸新幹線第二建設局（以

下、機構）から提出された。建設予定地343.8ぱ全域は埋蔵文化財包蔵地「小竹貝塚」に含まれるた

め、保護措置が必要となった。機構から工事を受託した午ヶ首用水土地改良区（以下、土地改良区）

と事前協議を行ったところ、工事幅が偏狭であることから、工事立会調査を行うこととした。しかし、

工事にあたり立会が必要で、ある旨が周知されておらず、平成25年1月19日に工事が着手され、 1月22

日、市埋蔵文化財センター職員がその事実を確認した。このため、 1月25日に機構・土地改良区・工

事請負業者・市埋蔵文化財センターで協議し、遺跡の損壊状況を検証する調査を行うこととした。

2月12日の検証の結果一部で遺跡の損壊を認めた。これを受け、損壊を受けた44ぱについて発掘調査

を実施し、調査は土地改良区と委託契約した民開発掘会社が行い、市埋蔵文化財センターが監理する

こととした。

この措置について、平成25年3月6日付けで、機構・土地改良区・富山市教委・附エイ・テックの

四者による協定を締結し、 3月12日より発掘調査に着手した。 3月18日に調査を完了し、現地を引き

渡した。その後、出土品洗浄などの基礎整理を行い、 3月22日に発掘調査業務を完了した。

出土品整理業務は、平成25年6月25日付けで、協定を四者で再度締結し、附エイ・テックが整理作

業に着手した。調査報告書を印刷配布し、 12月27日に全ての業務を完了した。 （堀内）
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第E章遺跡の位置と環境

第1節地理的環境

本遺跡は、富山市の北西部に位置し、呉羽町

北地内に所在する。呉羽町北は、富山市街地か

ら北西約4kmにある。北方約4kmに富山湾が位

置する。

富山平野の中央には、呉羽丘陵が南北に縦断

し、丘陵東側は崖状の急斜面、丘陵西側は緩傾

斜面となっている。この地形は、呉羽山断層に

よって形成されたと考えらる。東側の崖下には、

神通川やその支流の井田川が丘陵に沿うように

走り、 E陵の北西端には長岡台地が広がってい

る。長岡台地には正陵尾根部分から北西に延び

る開析谷が多数存在する。

本遺跡は、長岡台地の裾部から平野に至る沖

積地に立地し、標高は2.5～3.5mを測る。調査

地点の現標高は2.7m、遺構検出面は2.0mで、あ

る。約6,000～5,000年前に起きた縄文海進によ

り旧放生津潟が広がったとされ、その縁辺部に

本遺跡が形成されたと考えられる。

第2節歴史的環境

本遺跡の周辺の呉羽E陵・旧放生津潟一帯は、旧石器時代から近世まで様々な遺跡が所在し、古く

から遺跡の宝庫として知られる。

旧石器時代は、小竹貝塚でナイフ形石器が出土した。長岡台地上の国史跡北代遺跡では、ナイフ形

石器と斧形石器が出土した。

縄文時代前期には、小竹貝塚の東約750mに、前期後葉の「観ヶ森式土器」の標識遺跡である蝦ヶ

森貝塚があり、縄文海進で、広がった旧放生津潟の湖畔に集落が営まれた。中期に入ると、長岡台地上

に集落が形成された。代表的な遺跡として、北代遺跡がある。高床建物を中心に約70棟以上の竪穴住

居が取り巻く集落形態を取る〔富山市教委1998〕。北代加茂下E遺跡では、柱列が二重に巡る14本以

上の柱を持った掘立柱建物を確認した〔堀沢1996・1997〕。

縄文時代後・晩期には、北代遺跡や長岡杉林遺跡で集落が営まれた。長岡八町遺跡や百塚遺跡では、

大型の土偶、石万、石棒など祭間関係遺物が出土した。

弥生時代前期から中期にかけては、神通川左岸の打出遺跡などが知られるが、散発的に確認される程

度である。

弥生時代中期から古墳時代前期にかけては、遺跡数が増加し、神通川流域や呉羽丘陵上に集落や古

墳などが作られた。神通川旧河道流域では、右岸に四方荒屋遺跡（戸水B式～古府クルピ式）、四方
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l小竹貝塚 2四方北窪遺跡 3江代割遺跡 4四方荒屋遺跡 5四方背戸割遺跡、6打出遺跡、7今市遺跡 8利波遺跡 9八町西A遺跡

10.八町西B遺跡 11.呉羽野田遺跡 12.千原崎遺跡 13.呉羽本郷遺跡 14.高木中坪遺跡 15.呉羽駅北遺跡 16.呉羽町北遺跡

17.規ケ森貝塚 18.規ケ森商遺跡 19.規ケ森南遺跡 20.呉羽小竹堤遺跡 21呉羽コウヅパラ遺跡 22.北代中尾遺跡 23.北代村巻東遺跡

24.北代村巻町遺跡 25.北代加茂下I遺跡 26.八町遺跡 27.入町D遺跡 28八町A遺跡 29.八町C遺跡、 30.八町B遺跡 31北代遺跡

32.北代東遺跡 33.長岡杉林遺跡 34.呉羽富田町遺跡 35.茶屋町遺跡 36.北代西山遺跡 37.北代西山E遺跡 38.北代平野遺跡

39.八町E遺跡 40.八ケ山A遺跡 41八ケ山C遺跡 42.百塚住吉D遺跡 43.百塚住吉C遺跡 44.百塚住吉B遺跡 45.百塚住吉遺跡

46.百塚B遺跡 47.百塚遺跡 48.八ケ山遺跡 49.杉坂古墳群 50呉羽向開遺跡 51茶屋町峠長割遺跡 52.茶屋町峠山ノ下遺跡

53.呉羽モグラ池遺跡 54.追分茶屋遺跡 55.赤島池B遺跡 56.吉作北V遺跡 57.吉作北VI遺跡 58.吉作北E遺跡 59.高木南遺跡

60東老回E遺跡 61東老回E遺跡 62.東老回I遺跡 63砂川カタダ遺跡 64柿ノ木原池遺跡 65.吉作遺跡 6S吉 作E遺跡

67.吉作N遺跡 68.吉作lX遺跡 69.吉作南町遺跡 70.呉羽町大谷E遺跡 71呉羽町長谷遺跡 72.茶屋町南E遺跡 73.住吉速星神社南遺跡

74.吉作南E遺跡 75.金草電化農場前遺跡 76.吉作南I遺跡 77.金草B遺跡 78.白鳥城跡 79.呉羽山丘陵古墳群 80.西金屋B窯跡

81西金屋 ・西金屋窯跡、 82.古沢下堤池東遺跡 83下堤B遺跡 84.古沢窯跡 85.古沢A遺跡 86.古沢遺跡 87.古沢B遺跡

88金屋E遺跡 89.金屋南遺跡 90.総曲輪遺跡 91.本江遺跡 92.本江中遺跡 93.本江主十山遺跡 94.本江針山西遺跡 95.下村加茂遺跡

第2図 小竹貝塚と周辺の縄文から弥生時代の遺跡 （1 /50.000) 
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背戸割遺跡（戸水B式～法仏式）、永代割遺跡（猫橋式～古府クルピ式）など、左岸に打出遺跡（法

仏式～高畠式）、今市遺跡（月影式）、八町E遺跡（高畠式）などの集落遺跡がある。打出遺跡では、

畿内との関係の深い三連壷や県内最多の鉄器が出土し、神通川下流域の拠点的集落であったと推測し

た〔富山市教委2006〕。呉羽丘陵の最高峰城山（標高145m）の山頂には、弥生時代後期に高地性集

落が営まれ、丘陵上には、多数の墳墓や古墳が造られた。呉羽E陵北端部には、百塚遺跡・百塚住吉

遺跡があり、方形周溝墓や前方後方墳、前方後円墳等28基で構成される、 「百塚古墳群Jを確認した

〔駒見1990、富山考古学会1999、富山市教委2009・2012〕。百塚古墳群の南東約 1kmには、古墳時代

初期の造営とされる杉坂古墳群がある。呉羽丘陵南部には、方形周溝墓群が見つかった杉谷A遺跡、

山陰地方との交流を示す四隅突出型墳丘墓である杉谷4号墳や前方後方墳である杉谷1香塚古墳を有

する杉谷古墳群〔富山市教委1984〕がある。

古墳時代中期には、呉羽正陵南部に呉羽山丘陵古墳群や前方後円墳の呉羽塚山古墳などが造られた。

古墳時代後期には、香神山横穴墓群や金屋陣ノ穴横穴墓群などの群集墳が造られる。百塚遺跡では

この時期にも円墳が造られた。円墳の周溝内埋葬施設に馬のハミが副葬され、他地域に先んじて馬を

所有した有力者がいたと考えられる〔富山市教委2013〕。

白鳳～平安時代には、呉羽丘陵南西部の西側山裾部において須恵器・土師器の生産が行われる。須

恵器生産は、 6世紀のセンガリ山窯跡が初現とされ、 7世紀後半には、県史跡である金草第一古窯跡

で操業された。その後、小竹源平山窯跡や西金屋・古沢窯跡群などで須恵器生産が行われた。土師器

生産は、西金屋遺跡や金草電化農場前遺跡などで行われた。呉羽正陵北西部では、古代射水郡「寒江

郷」の存在が推測され、北代遺跡、百塚住吉D遺跡、今市遺跡などがその開墾集落と考えられる。長

岡杉林遺跡では、緑粕陶器、灰紬陶器、瓦塔などの仏教遺物も出土し、 「寒江郷」の中心的な集落と

考えられる〔富山市教委1987〕。平安時代の道路跡は、今市遺跡（南西一北東方向）、打出遺跡（北

西南東方向）で検出し、両遺跡の聞で交わると推定した〔富山市教委2013〕。また、呉羽山を越え

る直線道路遺構として、呉羽山古道の存在が確認された〔西井・小林2005〕。

中世になると、神通川左岸には中世の遺跡が集中する。この辺りは、室町時代頃に成立した『廻船

式日』にみえる十大港（三津七湊）の一つである「越中岩瀬湊Jの有力候補地とされる。四方荒屋遺

跡、四方北窪遺跡や打出遺跡などでは中国製陶磁器の出土や屋敷跡などを確認し、港湾都市的な性格

が考えられる〔中世岩瀬湊調査研究グループ2004〕。八町E遺跡では、鎌倉時代～室町時代集落を確

認し、区画溝や多数の井戸が検出し、千鳥紋を施した漆器なども出土することから京都下鴨神社領

「寒江荘」の中核的な集落と考えられる〔富山市教委2008〕。越中守護代神保氏の被官であった国人

寺嶋氏の出自の地と推測される今市遺跡内の寺島地区において、薬研堀や土橋、犬走りなどの館跡と

される遺構を確認し、鎌倉時代にはこの地に有力者の館が存在することが明らかとなった〔富山市教

委2011〕。城山山頂には、白鳥城跡が築かれた。富山市教育委員会による 3次にわたる調査で、主郭

から建物に付随する石組溝や鍛冶遺構、空堀跡などの16世紀代の遺構を検出した〔富山市教委1981・

1983・1984〕。これらは、主に天正13(1585）年豊臣秀吉が富山城主佐々成政攻めの際の拠点とした

時期の遺構である。千原崎遺跡は、中世末から近世にかけて神通川にかかる渡し場の宿場的な遺跡と

みらオ1る。

江戸時代には、入ヶ山地内に富山藩主前田家墓所長岡御廟所が造営される。加賀藩より富山藩10万

石を与えられた前田利次は、立藩の際に百塚の地に新城を造ることを願い出て許可をされ、 「百塚侍

従」と呼ばれた。しかし、百塚築城は財政的に叶わず、二代正甫が亡父の念願であった百塚城予定地

近くに利次を葬り、以後この場所が富山藩歴代藩主の墓所になった〔古川ほか2010〕。 （堀内）
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第皿章調査の概要

第1節調査の方法

調査区は、幅約2.5mの道水路付替工事に伴うもので、南北方向から東方へ直角に屈曲する。北陸

新幹線工事に伴う公益財団法人富山県文化振興財団の発掘調査区に南接する。調査面積は44ばである。

調査区の東西方向は平成25年2月12日に実施された検証調査の際に検出されたままとなっていた。

同年3月12日より本発掘調査を実施し再検出するとともに、南北方向の未掘削の箇所をパックホウに

て掘削し町層上面で遺構検出を実施した。

調査区は面積が狭いため、グリッド杭は配置せず調査区周辺に基準点を設定し、トータルステー

ションで測量を実施した。基準点は、北陸新幹線工事用の基準点（日本測地系）を元に設定し、座標

系は日本測地系で平面直角座標系第四系（原点は北緯36° 00' 00＂，東経 137° 10' 00" ）に合わせ

た。

写真撮影は現地調査では35mm判フィルムカメラ（白黒フィルム）およびAPS-Cサイズの一眼レフ

デジタルカメラ（有効画素数1230万画素）を使用した。遺物写真はデジタルパック式一眼レフカメラ

（有効画素数2130万画素）で撮影を実施した。

整理作業は現地発掘調査と同時に実施し、遺物洗浄および各種台帳等作成を同年3月22日まで

実施し、本格的な整理作業は同年6月25日より実施した。遺物は手実測し、報告書作成はAdobe⑧

Criative Suite⑧で、テ守ジ、タルトレース・デジタル写真現像・レイアウト等を実施し印刷所にはPDF型

式（Xla;2001）で印刷所へ入稿した。整理・報告書作成作業は同年12月27日に完了した。木製品保

存処理は糖アルコール含浸法で実施した。自然科学分析は、放射性炭素年代測定、木製品から樹種同

定、壁面より採取した土壌サンプルから珪藻分析・花粉分析、 SDOlの覆土をフローテーション法に

て洗浄し確認した種実等の大型植物遺体同定、をそれぞれ実施した。

第2節基本層序

調査区は、標高約2.7mの沖積平野上に立地する。調査区周辺は北陸新幹娘建設に伴い旧耕作土上

に山土砂で整地造成する。

第I層；現代造成土灰白色中粒砂（HuelOYRS/2）。

第E層；旧耕作土 旧耕作土は2層に細分できる。 II-1層はに

ぶい黄褐色細粒砂質シルト（HuelOYR4/3）、 E 2層は

灰黄褐色細粒砂質シルト（HuelOYR4/2）である。 E 1 

層は旧耕作士、 E 2層は床土である。

第E層；遺物包含層 にぶい黄褐色粘土（HuelOYR6/4）。炭化

物5%を含む。古墳時代前期以降の遺物を含む。

第N層；地山 地山は2層に細分できる。町一 l層は明緑灰色

粘土（HuelOGYS/l) と暗褐色粘土（HuelOYR3/3）の互

層、 N-2層は黒色粘土質シルト（HuelOYRl.7 /1）であ

る。 N-2層の上面に貝塚SMOlの土器が散布する。
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第3節遺構

1 .貝塚

S M01 （第4図）

調査区の南西部で検出された。 N-2層上面に薄く縄文土器が拡がっている箇所を貝塚末端部と判

断した。規模は東西約3.0m、南北1.5mで、南側のSDOlと新旧の切合い関係があり、 SMOlの方が

古い。出土遺物は、縄文土器・石器（磨製石斧、凹石、砥石）である。

2. 溝

s 001 （第4・5図）
調査区南部で検出された。東西方向に走る溝である。両端および南側は調査区外に延びる。検出長

9.Sm、検出幅1.0m、検出深さ12cmを測る。覆土は黒褐色シルトである。出土遺物は、縄文土器・弥

生土器・石器（打製石斧、磨製石斧、石錘、砥石、ピエス・エスキーユ、剥片）、木製品（鍬未製品、

板材、棒材、杭、部材、加工木）である。

s 002 （第4・5図）
調査区の北西部で検出された。東西方向に走る溝で、両端は調査区外に延びるが、調査区内で東端

部の下端が確認できた。検出長1.6m、検出幅1.lm、深さ23cmを測る。覆土はにぶい黄櫨色粘土であ

る。出土遺物は、木製品（加工木）である。

第4節遺物

1 .縄文土器（第6図、図版09)

縄文土器はいずれも前期後葉の親ヶ森I式のものである。 l～4は羽状縄文を施す粗製の深鉢であ

る。 1は口縁部で1条の縄文地貼付隆線を施す。 2・3は胴部である。 4は頚部外面に輪積み痕跡を

利用し沈線丈風にする。 5は口縁部で2条の断面三角隆線を施す。 6は口縁部で2条の縄文地貼付隆

線を施す。 1段目の隆線は欠損しているが接合痕がある。 2段目の隆線にはキザミがある。 7は3条

の縄文地貼付隆線を施す。 8は縄文後沈線丈を加飾する。 9. 10は底部である。

2.弥生土器（第7・8図、図版09・10)

弥生時代後期初頭の猫橋式（11～30）と弥生時代終末期の白江式（31～33）の弥生土器が出土した。

11～14は鉢である。 11は口縁部外面にヨコハケ後ナデを施すO 12は底部に焼成前穿孔を施す。 13は外

反口縁鉢である。内外面にミガキを施す。 14は鉢の底部である。 15は有段高杯の口縁部である。 16は

高杯の脚部で脚裾部有段である。 17は器台の脚部である。 18・19は壷である。 18は直口壷の口縁部で

ある。 19は有段口縁で外面に4条の擬凹線と内外面に赤彩を施す。 20～30は歪である。 20・21は口縁

部が「く」の字状の歪である。 20は口縁部外面に4条の擬凹線を施す。胴部外面はハケメ、内面は下

方から上方へのケズリを施す。 21は口縁部外面に5条の擬凹線を施す。 22・23は凹線文系に系譜をも

っ擬回線蓋の口縁部である。 24～29は近江系の受口状口縁の歪である。 30は聾の底部である。底部の

調製はハケメで焼成後に穿孔する。 31は口縁部に13条の擬凹線を施す有段歪である。 32は有稜口縁の

査である。 33は聾の底部である。

3. 須恵器（第8図、図版10)

34は高台杯（杯B）の底部である。高台は外下方に踏ん張る形状である。時期は8世紀後葉～9世

紀初頭である。
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第4図遺構全体図（1 /100) 
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国

基本層序

I 現代造成土

II 1 旧耕作土

II 2 床土

Ill 遺物包含層

。 2m 

10YR4/3 にぶい黄褐色細粒砂質シルト

10YR4/2 灰黄褐色細粒砂質シルト

10YR6/4 にぶい黄櫨色粘土炭化物5%含む

s 001 
1 10YR3/2 黒褐色細粒砂質シルト

s 002 
2 10YR6/3 にぶい黄燈色粘土

3 10YR6/4 にぶい黄澄色粘土

第5図調査区西壁断面図（ 1 /60) 
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4.石器（第9・10図、図版11・12)

石器の時期はいずれも縄文時代のものである。 35は打製石斧である。上部は欠損する。ヒン岩製で

ある。 36～41は定角式磨製石斧である。いずれも蛇紋岩製である。 36～40は刃部で上部は欠損する 0

41は頂部で下部を欠損する。 42は凹石で両面に敵打痕がある。凝灰岩製である。 43～ 45は石錘で肩平

円礁の両端を打欠く。 43は花両岩製である。 44は砂岩製である。 45は花両岩製である。 46～49は砥石

である。いずれも砂岩製である。 46は表裏に磨面があり、周囲は欠損する。 47は表面の磨面が残存し、

他の面は欠損する。 48は磨面が1面確認でき、その他の面は表面が風化する。 49は表面が筋砥石、裏

面が平滑な磨面となる。周囲は欠損する。 50はビエス・エスキーユである。頁岩製である。 51～53は

剥片である。 51・52は頁岩製である。 53は石川県能登半島の先端周辺で採取できる横山真脇石（玉髄

泥岩）製である。 （岡田）

5.木製品（第10～12図・図版12～14)

54・55は同一個体で盾である。モミ属の板日材で橋本達也氏の分類〔橋本1999〕によると、盾全体

に、小穿孔列をもつもの (1類、紐列式木盾）に該当する。横方向に0.80cm～l.OOcmの幅で小穿孔が

並ぶ。小穿孔はl列しか見られないが欠損部に穿孔の痕跡が確認でき、小穿孔列の間隔は3.50cm前後

と推定できる。 2点とも裏面に緊縛した糸の痕跡が見られる。 56は棒材である。下端欠損、表面上部

に加工の痕跡が見られる。 57は板材である。表面は中央を 1段低く加工している。 58・59は棒材であ

る。 58は上端欠損、下部を尖らせるように加工している。 59は上端を欠損する。樹種はスギである。

60は板材である。上端が一部炭化している。 61は泥除装着装置を持つ鍬未製品である。欠損している

ため正確な身幅は不明だが、推定で15cm未満で、ある。奈良国立文化財研究所編『木器集成図録一原始

撃事‘
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第8図 弥生土器〔2〕

27 

－須恵器 (1/3) 

与二ベトニー

33 

30 

S DOl . 24・25・27～33

地山直＿r:_'26 

表採， 34

￥一~－－忌 34

O 5 10cm 
卜ー 「一ーァ一一寸一一一一十一一一一一一一一一一一一一一寸

編』 〔1993〕の分類によれば狭鍬に分類されるが、泥除を装着する形状から広鍬とした。上端部の形

状は加工途中であるため不明で、ある。上部側縁部に緩やかな扶りをもち刃部側縁に向かつて外反しつ

つ広がる。樹種はアカガシ亜属である。 62～69は板材である。 62は原材から製材された板材（みかん

割り材）であると推定される。樹種はスギである。 63は上端を欠損する。 64は表裏面とも加工の痕跡

が見られる。 65は上端を欠損する。 66は上端を欠損する。 67は両端を欠損する。表面は平滑に加工さ

れている。 68は両端を欠損する。 69は上端と下部側縁片側に扶りをもっO 70～72は棒材である。 70は

上端欠損、下端は斜めに切断される。 71は上部側縁に扶りをもっO 下端を欠損する。 72は上端を斜め

に切断されている。樹種はノリウツギである。 73・74は杭である。 73の樹種はノリウツギである。 74

の樹種はトネリコ属である。 75は部材である。上部は焼けて炭化しているため本来の形状は不明で、あ

る。下端は4方向から削られ少し細くなる。樹種はトネリコ属である。 76・77は加工木である。 77は

上端を欠損する。樹種はクリである。 78～109は細片のため写真掲載のみとした。 78～94は板材であ

る。 95～107は樺材である。 108・109は加工木である。 （後藤）
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青遺構層位種別器種 法量（cm) 胎土焼成 色調 調整 残存率 備考
す 口径器高底径

10YR6/3 内面！ヨコナデ｝ナデ
I SMO! 縄文土器深鉢 密 良 にぷい黄櫨色外面ヨコナデ.'1状縄文！突帯.'1状縄文

2 SMOI 縄文土器深鉢 密 良 1にOYぶRいら黄＇3櫨色外内面面！？羽ナ状デ縄文

IOYR5 2 内面！ナデ 外面スス付着
3 SMOI 縄文土器深鉢 密 良 灰貫褐色 タ面？羽状縄文

IOYR5 2 内面，ナデ
4 SMOI 縄文土器深鉢 やや粗且 灰黄褐色 外面。縄文沈線1条羽状縄文

内面，ヨコナデ
5 SM 。I 縄文土器深鉢 密 良 10守YR6／黄4 世 色 外面ヨコナテ＼縄文（RL），突帯1条！縄文（RL).

ドぷい恒·~ 突帯1条，縄文（RL)

IOYR4/3 内前，ヨコナデ
6 S DOI 1層縄文土器深鉢 密 良 にぶい貰褐色外面？ヨコナデ！縄文（RL）＋突帯2条

IOYR4/l 内面？ナデ
7 S DOI l層縄文土器探鉢 密 良 褐灰色 外面縄文（RL）＋突帯3条

8 S DOI l層縄文土器深鉢 やや密良 lにDYぶRい5／黄3褐色外内面面。！縄ナ文デ(RL）＋沈線丈 外面スス付着

IOYR5/2 内面！ナデ 底部
9 S DOI l層 縄文土器深鉢 (2.10) 13.31 やや密 良 灰黄褐色 外面ナデ 2.2ノ12

IOYR5/2 内面｝ナデ＋指頭圧痕 底部
ID SMOI 縄文土器探鉢 (2.60) 9.21 やや粗 良 灰黄褐色 外面ナデ 5.0/12 

IOYR5/4 内面！ヨコナデナデ＋指頭圧笹 口縁部
II 地山直十弥生土器 鉢 17.40 (7.30) やや密 良 にぷい責褐色外面！ヨコナデ！ハケメ後ナデ！擬凹線2条ハケメ 1.0/12 

IOYR5/3 内面ヨコナデ！ナデ＋指頭圧痕ケズ＇）ナデ 口縁部
12 S DOI 1層 弥生土器鉢 29.50 15.C1 3.71 密 艮 にぶい責褐色外面ヨコナデ！ハケメ！ナデ 2.0/12 

10YR4/2 内面！ナデミガキ 口縁部
13 地山直上弥生土器鉢 15. 60 (3. 00) 密 且 灰黄褐色 外面ナデ！ミガキ！ナデ！ミガキ 1.6/12 

IOYR6/3 内面 1ナデ 底部
14 S DOI 1層 弥生土器 聾 (6.60) 6.31 密 艮 にぷい黄樫色外商ケ！ハメ後ケナメ後テ. ナデナデ＋指頭圧痕ヨコナデハ 12.0/12 

10YR5/2 内面！ヨコナデミガキ 口縁部
15 S DOI l層 弥生土器高杯 21.40 (7.10) 密 良 灰貫褐色 外面ヨコナデ 1.9/12 

10YR6/3 内面 Fハケメヨ ヨコハケ，ヨコナデ 底部
16 地山直上弥生土器高杯 (3.05) 20.C1 密 良 にぶい黄櫨色外面ヨ ヨコナデ！ミガキ 2.0/12 

10YR6/4 内面 lヨコナデ 底部
17 S DOI l層 弥生土器器台 (3.25) 26.61 密 良 にぷい黄櫨色外面ヨコナデ 0.9/12 

市 10YR4/3 内面！ヨコナデ1ハケメ後部ナデアゲ 口縁部
18 S DOI l層 弥生土器 責 13.00 (5.05) 品、 良 にぷい黄褐色外面ヨコナテ＼ハケメ 1.3/12 

10YR6/4 内面！ヨコナデ 日韓部 赤彩
19 S DOI l層 弥生土器翌 日 00 (l.10) 密 良 にぶい黄櫨色外面ヨコナテ＼擬凹線4条！ヨコナデ 1.5/12 

10YR5 .1 内面ヨコナテ＼ケズリ！ナデ＋指頭圧痕 口縁部 胴上部外面および胴下部内面ス
20 S DOl I層 弥生土器 斐 19.20 2'.4C 3.41 密 良 にぶい貴褐色外面ヨコナデ！擬凹線4条！ハケメ後ナデ？ナデ 11.0/12 ス付着

10YR4/3 内面！ヨ 口縁部 外面スス付着
21 S DOI l層 弥生土器聾 19.00 (8.85) 密 且 にぷい貫褐色外面ヨ ヘ擬凹線5条！ヨコナデ！ハケメ 3.5/12 

10YR4/3 内面！ヨコナデ！ハケメ！ケズ＇） 口縁部 タ面スス付着
22 S DOl l層 弥生土器 蜜 17.凹（5.65) 密 良 にぶい黄褐色外面ヨコナデ！擬凹線3条！ヨコナデyハケメ 0.5/12 

- 10YR5/3 内面！ヨコナデナデ＋指頭圧寵ケズリハケメ 口縁部
21 S DOl I層 弥生土器 斐 19.C口（5.40) 缶、 良 にぶい黄褐色外商ヨコナデ！擬凹線3条 7ヨコナデ 1.2/12 

7.5YR6/6 内面十ヨコナデハケヨコナデ 外面スス付着
24 S DOl 1層 弥生土器 (4.35) 密 良 樺色 外面ヨコナデ！ハケ

- IOYR5/3 内画。ヨコナデハケメ後ナデ＋指頭圧痕 口縁部 口縁部外面スス付着
25 S DOI l層 弥生土器斐 17.20 (5.10) 密 良 にぶい黄褐色外面ヨコナデ！ハケメ 2.0112 

- IOYR5/3 内面。ヨコナデハケメ 口縁部 外面スス付着
26 地山直上弥生土器 斐 16.〔口（400) 密 良 にぶい黄褐色外面ヨコナデy刺突文！ヨコナデ！ハケメ 1.1/12 

ふ IOYR5/4 内面！ヨコナデケズリ 口縁部 外商および口縁部内面スス付着
27 S DOI 1層 弥生土器聾 14.80 (6.30) やや者 良 にぶい黄褐色外面ヨコナデ 1.2/12 

IOYR6/4 内面！ヨコナデナデ＋指頭圧叢 口縁部
28 S DOI 1層 弥生土器整 22.00 (4.05) やや密 良 にぷい黄櫨色外面ヨコナデ 1.4/12 

10YR6/3 内面！ヨコナデ 口縁部 外面スス付着
29 S DOI 1層 弥生土器 査 22.CO (4.SO) 密 良 にぶい貰桂色外面！ヨコナデJリ点丈！ヨコナデ 0.2/12 

IOYR5/3 内面｝ナデ＋コフナデ1穿孔 底部
30 S DOI 1層 弥生土器 (9.20) 5.40 密 良 にぶい黄褐色外面ハケメ！穿干し 9.0/12 

~ IOYR4/3 内閣！ヨコナデハケメ後ナデ 口縁部 外面スス付着
31 S DOI 1層 称生土器 墾 35.80 (4.初） 省 良 にぶい責褐色外面！ヨコナデ！擬回線13条 1ヨコナデ 。7/12

10YR4/6 内面！ヨコナデ 口縁部 外面スス付着
32 S DOl 1層 弥生土器責 18.CO (4.80) 密 良 褐色 外面ヨコナデ！ハケメ 1.8/12 

10YR5/3 内面！ナデ 底部 外面スス付着
33 S DOl 1層 弥生土器 斐 (3.30) 3.0C 密 良 にぶい黄褐色外商ハケメ！ヨコナデJハケメ 12.0/12 

7.5~Y7/I 内面ロクロナデ 底部
34 表採 須恵器杯B (l.15) 6.00 密 良 明緑灰色 外面高台貼付時ナテ＼へラ切り 1.5/12 

第1表土器類観察表
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番号
法 量

遺構 屑位 種別 石村 備 考
最大長（印a) 最大幅（cm) 最大厚（cm) 重量（g)

35 S DO! l層 打製石斧 ヒン岩 (8.別） 7.5C 2.0日 15c.6 t部欠t員。

36 S DOI 1層 ~製石斧 蛇紋岩 (7.S:) 5日 2.40 179.8 上部欠損。

37 S DO! 1層 謄製石斧 蛇紋岩 (4.15) 1.40 0.5C 5.1 上部欠損。

38 S DOI 1層 磨製石斧 蛇紋岩 (3.9J) 5.20 L5c 3U  上部欠損。

39 S DO! l層 磨製石斧 蛇紋岩 (2.51) 3.00 0.60 7.5 ート部刃部の部欠損。

4J S DO! l層 磨製石斧 蛇紋岩 (2.25) 3.90 (1.40) 9.4 上部刃部の部欠損。

41 S DOI l層 磨製石斧 蛇紋岩 (2.10) 3.50 1.70 16.7 下部欠損。

42 SMOl 凹石 凝ぇ岩 7.90 6.50 4.10 171.0 

43 S DOI 1層 イゴ鍾 花筒岩 9.40 10.20 5.10 675.9 

44 S DO! 1層 石鋒 砂岩 (7.6:) 9.63 4.30 3,6.7 下部欠t員。

45 S DO! 1層 石録 花筒岩 8叩 6.10 3.40 232.6 下部欠損。

46 SMO! 砥石 砂岩 (6.70) (4.3C) 2.60 96.0 砥石の部。両両磨痕。

47 S DO! l層 砥石 砂岩 (2.71) (3.5C) (2.10) 16.3 砥石の部。片面磨痕。

48 S DO! l屑 砥石 砂告 (8.51) 3.7C 2.20 82.5 磨面1箇所以外主面剥帯。上端欠損。

49 S DO! l層 祇石 砂岩 (11.61) (9 30) 2.20 237.1 表面筋砥泊、裏面全面磨痕。周間欠損。

50 S DO! l屑 ピエス エスキーユ 貞宥 3.71 3.00 0.70 5.1 

51 S DO! l屑 剥片 頁岩 2.70 1.80 0.20 1.4 

52 S DO! l層 剥片 頁岩 2.40 2.30 0.25 0.8 

53 S DO! l屑 剥片 横山真脇右 4.21 2.6C 1.10 14.1 能畳半島禄剛崎周辺に産出する玉髄泥岩。

第2表石器観察表

ffi 法 量
遺構 層位 種別 備 考

最大長（叩） 最大幅（叩） 最大厚（cm) 古径 (cm)

51 S DO! l屑盾 7.80 6.0!ら 1α） モミ属。板回。

5.5 S DOI l廟盾 7.30 3.40 o.rn モミ属。板回。

56 S DOI l屑 棒材 12.20 2.35 芯持丸木。

57 S DOI l屑 板材 14.15 2.40 0.70 杭LI。

58 S DOI l層 棒材 12.75 1〔5 0.65 芯無削り出し。

59 S DOI l屑 樺材 13.25 0.80 。ω スギ。芯無し削り出し。

60 S DOI 1層 板材 9.9口 1.30 0.50 柾目。

61 S DOI 1層 鍬未製品 38.40 12.5C 4.3c コナラ属アカガシ亜属。柾目。

62 S DOI 1屑 板材 68.30 9.21〕 4.5日 スギ。板目。

63 S DO! l層 板材 55印 4政） I.SO 板目。

64 S DOI l層 板材 54.20 13.日） 2.0C 板日。

65 S DOI l屑 板材 39加 4.95 2.25 板円。

66 S DOI l層 板材 4C.30 10.40 U5  板回。

67 S DO! l層 板材 37.10 5.10 ll.5C 板目。

68 S DOl 1層 1!i材 23.50 5.10 O.SO 板目。

69 S DOl l層 板材 8.90 5.90 110 追柾目。

70 S DOl 1層 棒材 79.70 3.20 1.70 スギ。志献削り出し。

71 地山直上 棒材 60.10 4.40 2.65 芯蕪削り出し。

7? S DOl l層 棒材 50.10 1.90 ノリウツギ。芯持丸木。放射性炭素年代測定資料（PLD251日）。

第3表木製品観察表〔1〕
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番号
主主 量

遺構 層位 種別 備 考
最大長（cm) 最大幅（cm) 最大厚（cm) 直径（cm)

73 地山直上 棒材 47.00 3.05 ノリウツギ。芯持丸木。

74 S DO! 1層杭 77.80 7.10 トネリコ属。芯持丸木。放射性炭素年代測定資料（PLD25[49）。

75 S DO! 1層 部材 4日.90 6.CO 4.10 トネリコ属。角材。芯蕪削り出し。

76 S DO! l層 加工木 12.05 5.25 2.55 芯無削り出し

77 S DO! 1層 加工木 38.00 4.70 4 or クリ。；：、無削り出し。

7R S DO! l層 板材 8.30 4.10 0.60 写真掲載のみ。

79 S DO! 1層 板材 10.20 2.9日 o.2r 写真掲載のみ。

83 S DO! l層 板材 11.40 3.10 1.20 写真掲載のみ。

81 S DO! l層 板材 12.4』 4.40 LOO 写真掲載のみ。

82 S DO! l層 板材 13.20 1.70 0.60 写真掲載のみ。

83 S DO! l層 板材 13.60 2.70 0.70 写真掲載のみ。

84 S DO! 1層 板材 14.叩 2.10 0.80 写真掲載のみ。

SE S DO! l層 板材 15.10 1.3日 日.60 写真掲載のみ。

86 S DO! 1層 板材 18.41日 LSC 0.65 写真掲載のみ。

87 S DO! 1層 杭材 21日日 2.10 o.sr 写真掲載のみ。

88 S DO! 1層 板材 22.3日 2.70 1.30 写真掲載のみ。

89 S DO! 1層 板材 24.30 4.40 0.90 写真掲載のみ。

日日 S DO! l層 板材 27.80 2.30 0.6C 写真掲載のみ。

91 S DO! l層 板材 3日.60 4.70 1.50 写真掲載のみ。

92 S DO! l屑 板材 32.3日 5.40 1日日 写真掲載のみ。

9J S DO! l屑 板材 37.40 3.50 1.20 写真掲載のみe

94 S DO! l屑 板材 37 .50 2.70 0.5C 写真掲載のみ。

gs S DO! l層 棒材 12.90 2.30 L3C 写真掲載のみ。

95 S DO! l層 棒材 15.10 LSC 1.40 写真掲載のみ。

97 S DO! l層 樺材 17.90 2.40 L5C 写真掲載のみ。

9R S DO! 1層 棒材 19.50 2.10 1.20 写真掲載のみ。

99 S DO! l層 樺材 21.20 2.20 1.70 写真掲載のみ。

100 S DO! 1層 棒材 21.20 2.5C 1.60 写真掲載のみ。

101 S DO! l層 樺材 22.70 2.30 1.30 写真掲載のみ。

102 S DO! l層 捧材 23 .60 2.2C 1.65 写真掲載のみ。

103 S DO! l層 棒材 27.40 5.3C 写真掲載のみ。 74と同一個体の可能性あり。

104 S DO! 1層 棒材 28.10 2.70 写真掲載のみ。

105 SDOl l層 樺材 32.20 1.6日 1.25 写真掲載のみ。

1C6 S DO! l層 棒材 37 .00 2.40 1.30 写真掲載のみ。

107 S DO! l層 棒材 42.30 1.70 L7C 写真掲載のみ。

1C8 S DO! 1層 加工木 8.40 5.30 3.20 写真掲載のみ。

109 S DO! l層 加工木 11. 70 4.60 1.80 写真掲載のみ。

第4表木製品観察表〔2〕
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第N章 自然科学分析

第1節放射性炭素年代測定

1 .はじめに

株式会社パレオ・ラボAMS年代測定グループ

伊藤茂・安昭煙・佐藤正教・慶田正史・山形秀樹・小林紘一

Zaur Lomtatidze ・ Ineza Jorjoliani ・黒沼保子

富山市に所在する小竹貝塚遺跡から出土した木材について、加速器質量分析法（AMS法）による

放射性炭素年代測定を行った。なお、同一試料を用いて樹種同定も行った（第2節参照）。

2.試料と方法

試料は、講である SDOlから出土した杭（74）と棒材（72）の2点である。 74の杭の樹種はトネリ

コ属、 72の棒材の樹種はノリウツギであった。いずれも木取りは芯持丸木で、最終形成年輪が残存し

ていた。 SDOlから出土する主な土器の年代は、弥生時代後期初頭（猫橋式）および終末期（白江

式）である。

測定試料の情報、調製データは表1のとおりである。試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・

ラボ、コンパクト AMS.NEC製 1.5SDH）を用いて測定した。得られた14c濃度について同位
体分別効果の補正を行った後、 14c年代、暦年代を算出した。
3 結果

第5表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 u13c）、同位体分別効果の補正を行っ
て暦年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表

示した14c年代を、第6図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下1桁を丸め
ていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記

載した。

14c年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である014c年代（yrBP）の算出には、
4cの半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14c年代誤差（土 1σ）は、測

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理
一一一

種類：生材

試科番号： 74

試料の性状最終形成年輪 超音波洗湯

PLD-25049 調査区： SDOl 木取り 芯持丸木 酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸： l.2N，水酸化ナトリウ

器種：杭 ム： 1.ON，塩酸： l.2N) 

樹種・トネリコ属

状態 dry 

種類生材

試料番号 72

試料の性状：最終形成年輪 超音波洗浄

PLD-25050 調査区： SDOl 木取り・芯持丸木 酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸・ l.2N，水酸化ナトリウ

器種．棒材 ム： l.ON，塩酸： l.2N) 

樹種・ノリウツギ

状態： dry

第5表測定試料および処理
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定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の14c年代がその14c年代誤差内に入る確率が

68.2%であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の14c濃度が一定で半減期が5568年として算出された14c年代に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14c濃度の変動、および半減期の違い (14cの半減期5730

±40年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

14c年代の暦年較正にはOxCal4.1（較正曲線データ・ IntCal13）を使用した。なお、 1σ暦年代範囲

は、 OxCalの確率法を使用して算出された14c年代誤差に相当する68.2%信頼限界の暦年代範囲であ

り、同様に2σ暦年代範囲は95.4%信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範

囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14c年代の確率分布を示し、三重曲

線は暦年較正曲線を示す。

4町考察

試料について、同位体分別効果の補正および暦年較正を行った。以下、暦年較正結果のうち2σ暦

年代範囲（95.4%の確率）に着目して、結果を整理する。弥生時代の土器編年と暦年代の対応関係に

ついては木野瀬他（2005）及び小林（2009）を参照した。

74 (PLD-25049）は、 161-132cal BC (9. 5%）および118cal BC-2 cal AD(85.9%）であった。これ

は弥生時代中期～後期初頭に相当する。

72 (PLD-25050）は、 70-214cal AD(95.4%）であった。これは弥生時代後期～終末期に相当する。

74 (PLD 25049）は弥生時代中期～後期初頭で、 SDOlから出土した土器の年代としては後期初

頭の猫橋式とほぼ一致する。 72(PLD 25050）の年代は弥生時代後期～終末期で、 SDOlから出土

した土器の年代としては終末期の白江式とほぼ一致する。

b l'c 暦年較正用年代 l'c年代 l'c年代を暦年代に較正した年代範囲

（%。） (yrBP ± 1σ） (yrBP± 1σ） lσ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-25049 
-28.44±0.14 2055±21 103BC (68. 2%) 39BC 

161BC( 9.5%)132BC 

74 
2055士20

118BC (85. 9%) 2AD 

PLD 25050 
-30.96±0.14 1881±21 1880±20 79AD (68.2%) 134AD 70AD (95.4%)214AD 

72 

第6表放射性炭素年代測定および暦年較正の結果
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第2節樹種同定

黒沼保子（株式会社パレオ・ラボ）

1 はじめに

富山市に所在する小竹貝塚から出土した木製品の樹種同定を行った。なお、一部の試料を用いて放

射性炭素年代測定も行った（第l節参照）。

2.試料と方法

試料は、溝である SDOlの覆土から出土した木製品の中から、鍬未製品や棒材、板材、杭、加工木、

盾と、地山直上から出土した棒材と杭の、計10点である。器種が推定される資料と、部材や棒材など

用途が不明確な資料から肉眼観察で樹種が異なる可能性がある資料として抽出した。 SDOlから出土

する主な土器の年代は、弥生時代後期初頭および終末期の土器（猫橋式・白江式）である。放射性炭

素年代測定の結果では、杭（74）は弥生時代中期～後期初頭、棒材（72）は弥生時代後期～終末期の

暦年代範囲を示した（第1節参照）。

これらの試料から、木取りを観察後、剃万を用いて3断面（横断面・接線断面・放射断面）の切片

を採取し、ガムクロラールで封入してプレパラートを作製した。これを光学顕微鏡で観察および同定

し、写真撮影を行った。プレパラートは、富山市教育委員会埋蔵文化財センターに保管されている。

3.結果

同定の結果、針葉樹はモミ属とスギの2分類群、広葉樹はクリとコナラ属アカガシ亜属（以下アカ

ガシ亜属と呼ぶ）、ノリウツギ、トネリコ属の4分類群の、計6分類群が確認された。木取りは、角

材と部材、棒材が角材、杭が芯持丸木、盾と板材が板目、鍬未製品が柾目、加工木が芯無削出であっ

た。結果の一覧を第7表に示す。 以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、光学顕微鏡

No. 出土遺構 層位 種 類 樹 種 木取り 年代測定番号

54 S DOl 覆土 盾 モミ属 板目

59 S DOl 覆土 棒材 スギ 角材

61 S DOl 覆土 鍬未製品 コナラ属アカガシ亜属 柾目

62 S DOl 覆土 板材 スギ 板目

70 地山直上 棒材 スギ 角材

72 S DOl 覆土 棒材 ノリウツギ、 丸木 PLD-25050 

73 地山直上 杭 ノリウツギ、 丸木

74 S DOl 覆士 杭 トネリコ属 丸木 PLD-25049 

75 S DOl 覆士 部材 トネリコ属 角材

77 S DOl 覆土 加工木 クリ 芯無削出

第7表樹種同定結果
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写真を図版に示す。

( 1 ）モミ属 Abies マツ科第14図 lale (No.54) 

仮道管および放射組織からなる針葉樹である。早材から晩材への移行は緩やかで、ある。放射組織で

じゅず状末端壁がみられる。分野壁孔はスギ型で、 1分野に 1～4個存在する。

モミ属は暖帯から温帯の山地に生育する常緑高木で、モミやウラジロモミ、シラベ、トドマツなど

約5種ある。材は柔軟で加工容易で、あるが、割れや狂いが出やすく、保存性が低い。

( 2）スギ C1つ少初meriajゆonicσ（L心 D.Don スギ科 第14図 2a2c (No.62）、 3c(No.70）、

4c(No.59) 

仮道管と放射組織、樹脂細胞からなる針葉樹である。早材から晩材への移行はやや急である。樹脂

細胞は主に晩材部に散在する。分野壁孔は大型のスギ型で、 1分野に通常2個並ぶ。

スギは暖帯から温帯下部に生育する常緑高木である。材は比較的軽軟で、切削加工は容易であり、

割裂性は大きい。

( 3）クリ Castanea crenata Siebold et Zucc. ブナ科第14図 5a-5c(No.77) 

大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では薄壁で、角張った小道管が火炎状に配列する環孔

材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は向性で主に単

列である。

クリは温帯下部から暖帯に分布する落葉高木である。材は重硬で、耐朽性および耐湿性に優れ、保

存性が高い。

( 4）コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 第14図 6a6c (No.61) 

大型の道管が、単独で放射方向に配列する放射孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。

道管の穿孔は単一である。放射組織は向性で、単列と広放射組織がある。

アカガシ亜属は主に暖帯に分布する常緑高木で、アカガシやシラカシ、ツクパネガシ、アラカシな

ど8種がある。イチイガシ以外は木材組織からは識別困難なため、イチイガシを除いたアカガシ亜属

とする。材はきわめて堅硬および強靭で、、水湿に強い。

( 5）ノリウツギ Hydrangeapaniculata Sieb. et Zucc. ユキノシタ科第14・15図 7a-7c(No.73）、

8a-8c(No.72) 

小型でやや角張った道管が、単独で分布する散孔材である。道管の穿孔は40段程度の階段状である。

放射組織は異性でl～2列幅であり、単列部と多列部の幅が同じである。

ノリウツギは北海道から屋久島まで分布する、落葉小高木あるいは低木である。材は強靭で、ある。

( 6）トネリコ属 Fraxinus モクセイ科第15図 9a(No.74）、 lOalOc (No.75) 

年輪のはじめに大型の道管が数列並ぶ環孔材で、晩材部では厚壁の小道管が単独もしくは放射方向

に2～ 3個複合して散在する。道管の穿孔は単一である。放射組織は向性で、 l～ 3列幅である。

トネリコ属は温帯に分布する落葉高木で、トネリコ節とシオジ節がある。材はやや重硬で、強く粘

りがあり、加工性および保存性は中庸である。早材で大型の道管が2～ 3列に並ぶことからシオジ節

に似るが、現在のトネリコ属の分布域をみると、遺跡周辺に生育していたのはトネリコ節の可能性が

高いため〔平井1996〕、トネリコ属までの同定とした。

4開考察

樹種同定の結果、針葉樹が2分類群と、広葉樹が4分類群確認された。モミ属は盾、スギは板材と

棒材、クリは加工木、アカガシ亜属は鍬未製品、ノリウツギは棒材と杭、トネリコ属は部材と杭に使

用されていた（第8表）。また、加工木の木取りは芯無削出であったため、柄などの木製品である可
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出土遺構／層位 SDOl／覆土 地山直上

分類群 器種鍬未製品板材 部材 棒材 杭 盾 加工木棒材杭 計

モミ属 1 

スギ 1 3 

クリ 1 1 

コナラ属アカガシ亜属 1 1 

ノリウツギ、 1 2 

トネリコ属 1 1 2 

計 1 1 1 2 1 10 

第8表器種別の樹種構成

能性がある。

針葉樹のモミ属とスギは山地に生育する樹種であるが、スギは古代以前に低地にも生育していた

〔鈴木2002〕。材はいずれも軽軟で加工が容易である〔伊東ほか2011〕。広葉樹はいずれも重硬な材

質の樹種であるが、特にアカガシ亜属は重硬で粘りがあるため弥生時代の農耕具に多く利用される

〔伊東・山田2012〕。 1点のみの分析のため木材の利用傾向は不明であるが、小竹貝塚でも農耕具に

はアカガシ亜属が利用された可能性がある。杭材や棒材、部材、加工木に利用されていたクリとノリ

ウツギは、平地～山地の比較的日当たりのよい土地に生育する。トネリコ属のうちトネリコ節は山地

の日当たりのよい土地、シオジ節は湿潤な土地に生育する。これらも分析点数が少ないため、木材の

利用傾向は不明であるが、遺跡周辺に生育していた樹木を利用したと推測される。

試料全体ではスギが3点で最も多くみられたが、今回の分析では樹種が異なると予想される資料を

抽出したため、木製品全体でのスギの比率は不明で、ある。しかし、富山県を含む北陸地方は、弥生時

代から古代にかけて木製品にスギを多用するスギ文化圏である〔鈴木2012〕。肉眼観察によると、小

竹貝塚から出土した木製品でもスギと思われる針葉樹が多く確認されており、周辺地域の木材利用と

一致する可能性がある。
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スケール ーーー

la-le.モミ属（No54）、 2a-2c.スギ（No62）、 3c.スギ（No.70）、 4c.スギ（No.59）、 5a-5c.クリ（No77)、

6a 6c.コナラ属アカガシ亜属（No61）、 7a7b.ノリウツギ（No.73)

a横断面（スケール＝250μm）、 b接線断面（スケール＝lOOμm）、 c放射断面（スケール＝lc-4c:25畑、

5c 6c: lOOμm) 

第14図 小竹貝塚出土木製品の光学顕微鏡写真〔1〕
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7c.ノリウツギ（No73）、 8a-8c.ノリウツギ（Ni口72）、 9a.トネリコ属シオジ節（N口74）、

lOa lOc.トネリコ属シオジ節（No75)

スケール ーーー

a：横断面（スケール＝250μm）、 b：接線断面（スケール＝lOOμm）、c：放射断面 （スケール＝lOOμm)

第15図 小竹貝塚出土木製品の光学顕微鏡写真 〔2〕

引用文献

平井信二（1996）木の大百科。394p，朝倉書店．

伊東隆夫－佐野雄三 －安部 久－内海泰弘 －山口和穂 （2011）日本有用樹木誌 238p，海青社．

伊東隆夫・山田昌久編（2012）木の考古学一出土木製品用材データベース－ 449p，海青社．

鈴木三男（2002）日本人と木の文化.255p，八坂書房．

鈴木三男（2012）出土木製品利用樹種の時代的変遷伊東隆夫－ 山田昌久編 「木の考古学一出土木製品用材データベー

スー」 81-102，海青社
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第3節珪藻分析

藤根 久（株式会社パレオ・ラボ）

1 .はじめに

珪藻は、 10～500川lほどの珪酸質殻を持つ単細抱藻類で、殻の形や刻まれた模様などから多くの珪

藻種が調べられ、現生の生態から特定環境を指標する珪藻種群が設定されている（小杉1988、安藤

1990）。一般的に、珪藻の生育域は海水域から淡水域まで広範囲に及び、中には河川や沼地などの水

成環境以外の陸地においても、わずかな水分が供給されるジメジメとした陸域環境（例えばコケの表

面や湿った岩石の表面など）に生育する珪藻種が知られている。こうした珪藻群集の性質を利用して、

堆積物中の珪藻化石群集の解析から、過去の堆積物の堆積環境について知ることができる。

ここでは、富山市小竹貝塚の堆積物中の珪藻化石群集を調べ、堆積環境について検討した。なお、

同一試料を用いて花粉分析も行った（第4節参照）。

2.試料と方法

試料は、堆積物5点である（第9表）。各試料について以下の処理を行い、珪藻分析用プレパラー

トを作製した。

(1）湿潤重量約lg程度を取り出し（砂は最大14g程度）、秤量した後ビーカーに移して30%過

酸化水素水を加え、加熱・反応させ、有機物の分解と粒子の分散を行った。 ( 2）反応終了後、水を

加え1時間程してから上澄み液を除去し、細粒のコロイドを捨てる。この作業を5回ほど繰り返した。

( 3）懸濁残j査を遠心管に回収し、マイクロピペットで適量取り、カバーガラスに滴下し乾燥させた。

乾燥後は、マウントメディアで封入しプレパラートを作製した。

作製したプレパラートは顕微鏡下600倍および1500倍で観察し、珪藻化石200個体以上について同

定・計数した。珪藻殻は、完形と非完形（原則として半分程度残っている殻）に分けて計数し、完形

殻の出現率として示した。また、試料の処理重量とプレパラート上の計数面積から堆積物 lg当たり

の殻数を計算した。なお、珪藻化石が200個体に満たない試料については、プレパラート l枚の全面

を観察するにとどめた。

3.珪藻化石の環境指標種群

珪藻化石の環境指標種群は、主に安藤〔1990〕が設定した環境指標種群に基づいた。なお、環境指

標種群以外の淡水種については、広布種（W）として扱った。また、破片のため属レベルの同定にと

どめた分類群は、その種群を不明（？）として扱った。以下に、安藤〔1990〕が設定した淡水域にお

ける環境指標種群の概要を示す。

［上流性河川指標種群（J ) J ；河川上流部の渓谷部に集中して出現する種群である。これらは、殻

面全体で岩にぴったりと張り付いて生育しているため、流れによってはぎ取られてしまうことがない。

分析No. 遺構等 層位 時 期 堆積物の特徴

① 旧耕作土 灰黄褐色（10YR4/2）細粒砂質シルト

② 古墳時代以降 にぶい黄澄色（10YR6/4）炭化物混じり粘土

③ S DOl 1層 弥生時代後期～終末期 黒褐色（10YR3/2）細粒砂質シルト

④ 上層 縄文時代早期末～前期
地山 黒色（10YR7/l）粘土質シルト

⑤ 下層

第9表分析資料とその詳細
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［中～下流性河川指標種群（K)] ；河川の中～下流部、すなわち河川沿いで河成段丘、扇状地およ

び自然堤防、後背湿地といった地形が見られる部分に集中して出現する種群である。これらの種には、

柄またはさやで基物に付着し、体を水中に伸ばして生活する種が多い。

［最下流性河川指標種群（L) ] ；最下流部の三角州の部分に集中して出現する種群である。これら

の種には、水中を浮遊しながら生育している種が多い。これは、河川が三角州地帯に入ると流速が遅

くなり、浮遊生の種でも生育できるようになるためである。

［湖沼浮遊生指標種群（M)] ；水深が約l.5m以上で、岸では水生植物が見られるが、水底には植

物が生育していない湖沼に出現する種群である。

［湖沼沼沢湿地指標種群（N)] ；湖沼における浮遊生種としても、沼沢湿地における付着生種とし

ても優勢な出現が見られ、湖沼・沼沢湿地の環境を指標する可能性が大きい種群である。

［沼沢湿地付着生指標種群（0) J ；水深lm内外で、一面に植物が繁殖している所および湿地にお

いて、付着の状態で優勢な出現が見られる種群である。

［高層湿原指標種群（p) J ；尾瀬ケ原湿原や霧ケ峰湿原などのように、ミズゴケを主とした植物群

落および泥炭層の発達が見られる場所に出現する種群である。

［陸域指標種群（Q) J ；上述の水域に対して、陸域を生息地として生活している種群である（陸生

珪藻と呼ばれている）。

4.結果

5試料の堆積物から検出された珪藻化石は、海水種が1分類群l属、淡水種が33分類群12属22種3

変種であった。これらの珪藻化石は、淡水域において3環境指標種群（N、0、Q）に分類された

（第10表）。

これらの環境指標種群の特徴から5試料の堆積物はI～E帯に分帯された。以下に、各珪藻帯の特

徴と堆積環境について述べる。

I帯（No.④、 No.⑤）

珪藻化石は、僅かで、ある。堆積物 1g中の珪藻殻数は2.9×102およびf7.4×102個、完形殻の出現率

は0%および50%である。淡水種や海水種が僅かに検出された。したがって、堆積時は水域以外の陸

域環境であったと推定される。なお、堆積後に珪藻化石が溶出〔Murakamil996〕した可能性も考え

られる。

H帯（No.③）

堆積物1g中の珪藻殻数は1.1×105個、完形殻の出現率は3.7%である。

全体としては、淡水種珪藻化石のみからなる。環境指標種群では、沼沢湿地付着生指標種群（0) 

が出現する。こうした環境指標種群の特徴から、主に沼沢湿地環境と推定される。

E帯（No.①、 No．②） 

堆積物1g中の珪藻殻数は5.4×105および2.6×105個、完形殻の出現率は38.9%および42.4%であ

る。全体としては、淡水種珪藻化石のみからなる。環境指標種群では、湖沼沼沢湿地指標種群（N)

が特徴的に多く出現し、沼沢湿地付着生指標種群（0）を伴う。こうした環境指標種群の特徴から、

主に湖沼・沼沢湿地環境と推定される。

5. おわりに

小竹貝塚の堆積物5点について珪藻分析を行った。その結果、環境指標種群の特徴から堆積物は I

～E帯に分帯された。 I帯は珪藻化石をほとんど含まない陸域環境など、 E帝は沼沢湿地環境、 E帯

は湖沼・沼沢湿地環境と推定された。
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⑤ ④ ③ ② ① 種群分類群
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1 . Aulacosira ambigua (No.③） 

3. Eunotiaρraeruρta var. bidens (No.②） 

5 Aulacosiraρensacolae (No.①） 

7. Eunotia formica (No.③） 

9 Cymbella asρera (No.③） 

11. Eunotia biareofera (No②） 

2. Eunotiαpectinalis var. minor (Ni口③）

4 Eunotiaρraerupta var. bidens (No①） 
6 Tabellaria fiocculosa (No.③） 

8 Eunotia monodon （ぬ①）

10. Pinnularia viridis (No.⑤） 

第17図堆積物中の珪藻化石の顕微鏡写真
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第4節花粉分析

森 将志（株式会社パレオ・ラボ）

1 .はじめに

小竹貝塚の堆積物中の花粉化石を調べ、堆積時の周辺の植生について検討した。なお、同一試料を

用いて珪藻分析も行った（第3節参照）。

2.試料と分析方法

分析試料は、同一地点から採取された5点である（第11表）。各試料の堆積時期は、②が古墳時代

以降、③が弥生時代後期～終末期、④が縄文時代早期末～前期、⑤が縄文時代早期末～前期以前と考

えられている。これらの試料について、以下の手順に従って花粉分析を行った。

試料（湿重約3g）を遠沈管にとり、 10%の水酸化カリウム溶液を加え10分間湯煎する。水洗後、

46%のフッ化水素酸溶液を加え 1時間放置する。水洗後、比重分離（比重2.1に調整した臭化亜鉛搭

液を加え遠心分離）を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリ

シス処理（無水酢酸9: 1濃硫酸の割合の混酸を加え20分間湯煎）を行う。水洗後、残誼にグリセリ

ンを加え保存用とする。検鏡は、この残誼より適宜プレパラートを作製して行った。プレパラートは

樹木花粉が200を超えるまで検鏡し、その聞に現れる草本花粉・胞子を全て数えた。④については花

粉化石の保存状態が良好で、はなかったため、プレパラート 1枚の全面を検鏡するに留めた。また、保

存状態の良好な花粉を選んで単体標本を作製し、図版に載せた。図版に載せた分類群ごとの単体標本

(PLC.1001～1008）は、株式会社パレオ・ラボに保管されている。

3.分析結果

検鏡の結果、検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉32、草本花粉19、形態分類のシダ植物胞

子2の総計53である。これらの花粉・胞子の一覧表を第2表に、分布図を第18図に示した。分布図に

おいて、樹木花粉の産出率は樹木花粉総数を基数とした百分率、草本花粉と抱子の産出率は産出花粉

胞子総数を基数とした百分率で示しである。なお、④については、産出した分類群を＊で表示するに

とどめておく。図および、表においてハイフン（ ）で結んだ分類群は、それらの分類群間の区別が困

難なものを示す。また、クワ科やマメ科の花粉には樹木起源と草本起源のものがあるが、各々に分け

るのが困難なため便宜的に草本花粉に一括して入れてある。

樹木花粉ではスギ属やハンノキ属、コナラ属コナラ亜属の産出が目立ち、それぞれの産出率はス

ギ属が6～49%、ハンノキ属が11～31%、コナラ属コナラ亜属が13～36%である。スギ属は上位に向

かつて増加傾向にあり、ハンノキ属とコナラ属コナラ亜属は上位に向かつて減少傾向にある。その

他ではコナラ属アカガシ亜属やクリ属、トネリコ属などが産出しており、それぞれの産出率は5～

9%、3～11%、0.5～5%である。これらの分類群はいずれも上位に向かつておおむね減少傾向に

分析No. 遺構等 層位 時 期 堆積物の特徴

① 旧耕作土 灰黄褐色（10YR4/2）細粒砂質シルト

② 古墳時代以降 にぶい黄澄色（10YR6/4）炭化物混じり粘土

③ S DOl l層 弥生時代後期～終末期 黒褐色（10YR3/2）細粒砂質シルト

④ 上層 縄文時代早期末～前期
地山 黒色（10YR7/l）粘土質シルト

⑤ 下層

第11表分析試料とその詳細
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ある。草本花粉では、イネ科が2～5%の産出率を示すものの、全体として草本花粉の産出量が少な

い。また、好湿性のサジオモダカ属（①，③）やオモダカ属（①）、ミズバショウ属（②，③）、ツ

リフネソウ属（②）、ミソハギ属（①）、ミツガシワ属（① ②）などのわずかな産出が見られる。

4.考察

まず、縄文時代早期末～前期以前の堆積物と考えられている⑤の花粉組成であるが、コナラ属コナ

ラ亜属が最も多く産出しており、クリ属やアカメガシワ属を伴っている。これらは陽樹として知られ

るため、遺跡周辺には比較的聞けた場所があり、そこにコナラを主体とした陽樹林が広がっていたと

考えられる。また湿地林要素のハンノキ属やトネリコ属の産出が目立つため、遺跡周辺の低地にハン

ノキ属を主体とした湿地林が存在したと推測できる。さらにはコナラ属アカガシ亜属もある程度産出

しており、カシ類などから成る照葉樹林も遺跡周辺の一部に存在していたであろう。

縄文時代早期末～前期の堆積物と考えられる④では、十分な量の花粉化石の産出が見られないため、

この時期の植生については不明である。

弥生時代後期～終末期の堆積物と考えられている③は、基本的に⑤の花粉組成と相違がない。よっ

て、⑤の堆積時期と同様の古植生が推測される。ただし、⑤に比べてスギ属がやや増加し、ハンノキ

属やコナラ属コナラ亜属が減少している。また、この時期にはトネリコ属の微増や、サジオモダカ属

やミズバショウ属などの水生植物の産出が見られる。こうした花粉組成は、弥生時代における気候の

冷涼化や降水量の増加などの環境変化を示唆している可能性がある。

古墳時代以降の堆積物と考えられている②であるが、この時期にはスギ属の増加が著しく、ハンノ

キ属は依然として減少し続けている。スギ属の増加については、射水平野に立地する布目沢東遺跡や

南太閤山 I遺跡で古墳時代～古代にスギ属の増加が見られ、 「弥生の小海退」に伴う気候の冷涼化や

降水量の増加が影響していたという指摘がある〔田中・千葉2007〕。今回の小竹貝塚で確認された古

墳時代以降のスギ属の増加の原因についても、 「弥生の小海退」に伴う気候の冷涼化や降水量の増加

が可能性のーっとして挙げられよう。また、現在では低湿地に生育するスギ林はほとんど見られない

が、かつては広い範囲で低湿地においてスギ林が存在していた例がある〔高原1998〕。スギ属の増加

とハンノキ属の減少が同時に生じる現象の説明として、ハンノキ属を主体とした低湿地の湿地林にス

ギが分布を広げていったという可能性が考えられる。なお、田中・千葉〔2007〕は、古墳時代～古代

のハンノキ属の減少について、耕地化のために低地林（ハンノキ属など）が切り聞かれ、ハンノキ属

が減少した可能性を指摘しているが、今回の小竹貝塚の花粉分析結果では、草本類が増加するなどの

耕地化の手掛かりは見出せない。また、②ではミズバショウ属やツリフネソウ属、ミツガシワ属など

好湿性の草本類が産出しており、湿地的植生の一部を構成していたと思われる。さらに、コナラ属コ

ナラ亜属を主体とする陽樹林や、コナラ属アカガシ亜属を主体とする照葉樹林も遺跡周辺の一部に依

然として存在していたと思われる。

旧耕作土とされる①の堆積時期においても、スギ属の増加が著しく、遺跡周辺にはスギ林が広く分

布していたと思われる。遺跡周辺には、スギ林のほかにもコナラやクリなどの陽樹林やカシ類の照葉

樹林が存在し、分布範囲を狭めながらも低湿地にはハンノキ林も存在していた。また、湿地林にはサ

ジオモダカ属やオモダカ属、ミソハギ属、ミツガシワ属などの草本類も生育していたであろう。

引用文献

高原光（1998）スギ林の変遷安田喜憲・三好教夫編「図説日本列島植生史」： 207223，朝倉書店

田中義文・千葉博俊（2007）射水平野周辺の古環境変遷 PALYNO, 5, 34-47. 
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a 

d-1 

d 2 

g-1 

a スギ属（PLC.1001)

c. クリ属（PLC.1003)

e. コナラ属アカガシ亜属（PLC.1005)

g. キハダ属（PLC.1007)

e-1 

e 2 

g 2 

第19図 小竹貝塚カ3ら産出した花粉化石

b 

f 1 

f 2 

h 

b ハンノキ属（PLC.1002)

d コナラ属コナラ亜属（PLC.1004)

f モチノキ属（PLC.1006)

h. ミツガシワ属（PLC.1008)
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第5節大型植物遺体同定

佐々木由香・ Bhandari Sudarshan （株式会社パレオ・ラボ）

1 . はじめに

小竹貝塚の溝SDOlから出土した大型植物遺体を分析し、弥生時代後期から終末期における利用植

物や植生について検討した。また、 SDOl覆土を含め堆積士から花粉分析と珪藻分析を実施しており

（第3節・第4節参照）、 SDOlの堆積時である弥生時代後期から終末期の植生を考察した。

2. 試料と方法

試料は、溝であるSDOlの堆積物である。溝内の堆積物は単層 (1層）で、 l層から回収された堆

積物と SDOlを調査時に設定した小グリッドB区の 1層から調査中に取り上げられた種実、各1試料

を検討した。溝の時期は、弥生時代後期から終末期と考えられている。

水洗は、株式会社エイ・テックが行った。水洗量は土嚢2袋分（約15kg程度）である。水洗では、

浮遊選別装置（株式会社ユニオンプラスチック製）を使用し、浮遊物フルイ（φ2.0mm、φ0.425mm)

と内蔵フルイ（φl.Omm）で回収された。その後、目視で大形植物遺体が抽出された。

大型植物遺体の同定は、肉眼および実体顕微鏡下で行った。計数の方法は、完形または一部が破損

しても 1個体とみなせるものは完形として数え、 1個体に満たないものは破片とした。計数が難しい

分類群については、おおよその産出数を記号（＋）で表記した。試料は、富山市教育委員会埋蔵文化

財センターに保管されている。

3.結果

同定した結果、木本植物では針葉樹のモミ炭化葉の 1分類群、広葉樹のオニグルミ核とハンノキ翼

果・果実、ハンノキ属ヤシャブシ属果実、ミズナラーナラガシワ幼果・殻斗、コナラ殻斗、コナラ属

アカガシ亜属果実、コナラ属果実、ムクノキ核、ケヤキ果実、コウゾ属核、クワ属核、コブシ種子、

マタタピ属種子、ヒサカキ属種子、モモ核、キイチゴ属核、キハダ種子、カラスザンショウ種子、イ

タヤカエデ果実・種子、イロハモミジ近似種果実、アカメガシワ種子、ミツバウツギ種子、クマヤナ

ギ核、ブドウ属種子、イイギリ種子、クマノミズキ核、ミズキ核、タラノキ核、エゴノキ核、ハクウ

ンボク核、ムラサキシキブ属核、ニワトコ核、オオカメノキ核、ガマズ：ミ属核の34分類群、草本植物

ではアサ核とカラムシ属果実、ヤナギタデ果実、イヌタデ果実、イシミカワ果実、ボントクタデ果実、

ウナギツカミ果実、サナエタデ オオイヌタデ果実、ミゾソパ果実、タデ属果実、ギシギシ属果実、

ノミノフスマ種子、アカザ属種子、キケマン属種子、オトギリソウ属種子、ツリフネソウ属種子、ノ

ブドウ種子、メロン仲間種子、ヒョウタン仲間種子、セリ科果実、シロネ属果実、シソ属果実、ナス

属種子、メナモミ属果実、ヘラオモダカ果実、ヒルムシロ属核、メヒシパ属果実、イヌピエ属有ふ果、

イネ籾殻、エノコログサ属有ふ果、イネ科果実、ミクリ属核、ウキヤガラ果実、スゲ属A果実、スゲ

属B果実、スゲ属C果実、スゲ属D果実、スゲ属E呆実、カヤツリグサ属果実、サンカクイ フトイ

果実、ホタルイ属果実の41分類群の、計76分類群が見いだ、された。このほかに、科以下の同定ができ

なかった不明炭化種実と不明芽が得られた。また、科目、下の識別点を持たない一群を同定不能種実と

した。種実以外では見虫遺体がみられた（第13表）。

以下に、産出した主な大型植物遺体について記載する（不明炭化種実・芽および同定不能種実は除

く）。

S DOl；木本植物ではヒサカキ属が非常に多く、エゴノキが多く、ハンノキとキハダ、カラスザン
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ショウ、アカメガシワ、イイギリ、ミズキ、タラノキが少量得られた。この他の分類群は産出数が10

点以下であった。栽培植物ではモモがわずかに得られた。草本植物ではミクリ属が非常に多く、スゲ

属Aが多く、ヒルムシロ属とスゲ属Bがやや多く、イヌタデとボントクタデ、ウナギツカミ、タデ属、

オトギリソウ属、ノブドウ、シソ属、ホタルイ属が少量得られ、この他の分類群は産出数が10点以下

であった。栽培植物ではアサとメロン仲間、ヒョウタン仲間、イネがわずかに得られた。

次に、主要な大型植物遺体の記載を行い、図版に写真を示して同定の根拠とする。

(1）オニグルミ ］uglansmandshurica Maxim. var. sieboldiana (Maxim.) Makino 核 クルミ科

茶褐色で、広卵形。壁は厚く、綾密で硬い。ときどき空隙がある。一周する縫合線があり、表面は

木質で浅い鍍が不規則に入る。 l点は完形個体で、もう 1点は破片で打撃痕をもっO 打撃痕は縦方向

に入り、底部付近と舌部が欠損する。完形個体の大きさは長さ27.4mm、幅22.7mm、厚さ21.6mm、破片

の大きさは長さ22.6mm、幅24.6mm、残存厚11.2mmo

( 2）ミズナラーナラガシワ Quercus crispula Blume -Q. alienαBlume 幼果・殻斗 ブナ科

幼果は茶褐色。倒卵形で、上部はやや平ら。花柱が殻斗から突出する。長さ6.5mm、幅5.8mm。殻斗

は暗褐色で、完形ならば広椀形。表面は広卵形の燐片で覆われる。鱗片基部はふくらみがあり、壁は

厚い。破片のためミズナラかナラガシワかの同定には至らなかった。図版に掲載した破片のみ、殻斗

の先端がやや内湾している点から、ナラガシワに近い。残存長5.0mm、残存幅13.2mmo

( 3）コナラ Quercus serrata Murray 殻斗ブナ科

暗褐色で、他のコナラ節と比べて小さく浅い椀状。やや内側を向き、基部がやや尖る。鱗状の鱗片

に覆われ、鱗片は同じコナラ節のミズナラやナラガシワよりも小さく、鱗片の先が徐々に細くなる。

壁は薄い。残存長4.3mm、残存幅5.2mm。

( 4）コナラ属アカガシ亜属 Quercus sub gen. Cyclobαlanoρsis 果実 ブナ科

暗褐色で、円柱状楕円形体。上部は残存していない。臓の幅は果実幅の約50%以上。臓はやや膨ら

む。アカガシかツクパネガシに近いが、全体形が不明のため、アカガシ亜属までの同定にとどめた。

残存長16.6mm、幅11.5mm。果実の破片はコナラ属として一括した。

( 5）モモ AmygdalusρersicaL. 核ノTラ科

茶褐色で、上面観は両凸レンズ形、側面観は卵形。下端中央に凹んだ大きな着点がある。表面に不

規則な深い撤がある。片側側面には縫合線に沿って深い溝が入る。長さ24.4mm、幅20.Smm、厚さ16.2

mmo 

( 6）ブドウ属 目的 sp. 種子ブドウ科

黒褐色で、上面観は楕円形、側面観は下端が尖る倒広卵形。背面の基部寄りに黄褐色の円形の着点

があり、腹面には縦方向の深い溝が2本ある。長さが6mmを超えないため、ヤマブドウ以外のブドウ

属である。長さ5.0mm、幅4.0mm、厚さ2.6mmo

( 7）アサ Cannabissativa L. 核アサ科

褐灰色で、上面観は両凸レンズ形、側面観は倒卵形で側面に稜がある。下端にはやや突出した楕円

形の大きな着点がある。表面には下端から仲ぴる脈がある。長さ3.lmm、幅2.5mm。

( 8）カラムシ属 Boehmeriasp. 果実 イラクサ科

透明感のある黄櫨色で、背腹両面観はいびつな卵形、側面観は中央部だけ膨らむ両凸レンズ形。宿

存した花皮に包まれていることで、先端は急に細く伸び、基部も急に細くなる。縁は翼状になる。長

さ1.3mm、幅1.0mmo

( 9）タデ属 Polygonumsp. 果実 タデ科
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黒褐色で、上面観は円形、側面観は卵形。先端はやや突出し、下端には基部がある。表面は平滑で、、

強い光沢がある。長さl.5mm、幅l.Omm。

(10）メロン仲間 Cucumisme lo L. 種子 ウリ科

赤褐色で、上面観は扇平、側面観は倒卵形。表面は平滑で、、基部は突出せず直線状の隆線となる。

藤下（1984）は、種子の大きさからおおむね次の3群に分けられるとしている。長さ6.0mm以下の雑

草メロン型、長さ6.1～8.0mmのマクワウリ・シロウリ型、長さ8.lmm以上のモモルデイカメロン型で

ある。今回の試料で計測可能な種子はl点で、大きさは長さ7.4mm、幅3.9mm。大きさで分類するとマ

クワウリ・シロウリ型である。

(11）ヒョウタン仲間 Lagenariasiceraria (Molina) Standl. 種子 ウリ科

赤褐色で、上面観は肩平、側面観は逆三角形。やや湾曲して左右は非対象、先端はW字状で、基部

から先端まで、浅く広い溝が2本走る。壁はややスポンジ質。長さ9.9mm、幅6.5mm。

(12）シソ属 Perillaspp. 果実シソ科

赤褐色で、いびつな球形。下端部に着点がある。表面には、低い隆起で多角形の網目状隆線がある。

エゴPマ以外のシソ属である。長さl.7mm、幅l.5mmo

(13）ナス属 Solanumsp. 種子ナス科

黄褐色で、上面観は扇平、側面観はいびつな楕円形。表面には畝状突起の細かい網目状隆線がある。

着点の一端がやや突起する。ここでいうナス属とは、ナス以外のナス属である。長さl.4mm、幅l.7mm。

(14）イヌピエ属 Echinochloaspp. 有ふ果 イネ科

暗褐色で、紡錘形。基部と先端はやや尖る。縦方向に細かい頼粒状の模様がある。壁は薄く弾力が

ある。内穎は膨らまない。長さ3.3mm、幅l.6mm。全体の形状は、栽培種であるヒエよりも細長く、野

生のイヌピエに近い。

(15）イネ Oryzasativa L. 籾殻イネ科

黄褐色で、上面観は扇平、側面観は長楕円形。縦方向に明瞭な稜線があり、基部は突出する。表面

には規則的な縦方向の頼粒状突起がある。長さ8.2mm、幅3.9mm。

(16）エノコログサ属 Setariaspp. 有ふ果 イネ科

淡褐色で、上面観は楕円形、側面観は紡錘形。横方向の畝状の隆起の上に乳頭突起が密にある。長

さ2.6mm、幅l.5mm。野生種のエノコログサに近い。

(17）イネ科 Gramineae sp. 果実

黒褐色で、上面観は円形、側面観は狭卵形。先端が尖る。縦方向に筋が数本ある。長さl.9mm、幅

0.9mm。

(18）スゲ属A Carex sp. A 果実 カヤツリグサ科

暗褐色で、側面観は卵形、断面は三稜形。微細な網目状稜線がある。先端と着点がやや突出する。

長さl.8mm、幅0.9mm。

(19）スゲ属B Carex sp. B 果実 カヤツリグサ科

暗褐色で、側面観は倒卵形、断面は三稜形。先端と着点が突出するが、先端は横にむく。微細な網

目状隆線がある。長さl.5mm、幅l.Ommo

(20）スゲ属C Carex sp. C 果実 カヤツリグサ科

暗褐色で、側面観は狭倒卵形、断面は三稜形。表面に微細な網目状隆線がある。着点が突出する。

長さl.7mm、幅l.Omm。

(21）スゲ属D Carex sp. D 果実カヤツリグサ科
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遺構 '3.JJ.91 
区 B区
層 弥l生層時 1層

分類群 時期 代後期～古墳時代前期
モミ !1.~i.e.s Ji門仰~ ~i<e.b.n.l<J. .e.t .＂.~~.＂， 炭化葉 rn. 
オニグルミ ／昭Ian.＜問問idshuricaMaxim. v訂 sieboldiona(MaximS Makino 核 1 1) 
ハンノキ A/nus jaβanica (Thuロb.)Steud. 翼果 1 (2) 

果実 25 (4) 

ハンノキ属ヤシヤフシ属 Alnu.s subgen. Alna.ster 果実 2 
ミズナラーナラガシワ Quercus C門sputaBlume Q. aliena Blume 幼果 1 

殻斗 (5) 

コナラ Quercus serra臼Murray 殻斗 (1) 

コナラ属アカガシ亜属 Qu"cus subgen. Cyclnbala抗ops・, 果実 (1) 

コナラ属 。＂＇cusspp 果実 (3) 

ムクノキ Aphananthe as』era(Th凹 b.)Planch. 核

ケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) M出川o 果実 (1) 

コウゾ属 Broussonetiαsp 核

クワ属 Mor附 spp. 核 5 (2) 

コブシ Magno I日kob附 DC 種子 3 (7) 

マタタピ属 Actinidio spp. 種子 7 (2) 

ヒサカキ属 Eurya spp 種子 297 (4) 

モモ A間 ＇.ygdalusjウersicaL 核 1 
キイチゴ属 Rubrs sp 核 3 
キハダ Phellodendron amurense Rupr. 種子 11 
カラスザンショウ Zanthoxylum ailanthoides Siebcld et Zucc 種子 12 
イタヤカエデ Acer pie的問 Thunb.subsp. dissectum (Wesm.) H. Ohash 果実 1 

主重子 2 
イロハモミジ近似種 Acer c.f.戸al問。tumThunh 果実 3 (1) 

アカメガシワ Mallotus；，吋開店us(L. f.) M叫lArg. 種子 32 (11) 

ミツバウツギ S臼'.jJhyleabu問aldaDC 種子 (1) 

クマヤナギ Berchemia racemosa Siebold et Zucc. 核 4 
ブドウ属 Vitis sp 種子 1 (1) 

イイギリ Idesia polycarpa M四 im 種子 34 (5) 

クマノミズキ Cornus macroρhylla Wall 核 1 
ミズキ Cornus contra問問。 HemsLex Frain 核 12 (4) 

タラノキ Aralia elata (Miq.) Seem 核 15 (2) 
エゴノキ Styrax japoniea Siebold et Zurc. 核 38 (87) 
ハタウンポク Styr即 obo.s.siaSiebold et Zucc 核 2 
ムラサキシキブ属 Collicaゆasp 核 6 
ニワトコ Sambr rus racemosσL subsp. sieboldi問。（Miq.)HHara 核 6 
オオカメノキ Viburnumβtrcatum Blume ex Maxim 核 1 (3) 

カラムシ属 Boehmeriαsp 

ヤナギタデ Pers fr即日hヅdropipN(L.) Delarbre 
イヌタデ Persicaria lnngi.se加（Bruijn)Kitag. 果実 13 (2) 

イシミカワ Pe河町αriaperfol目白（L.)HGross 果実 1 (9) 
ボ？ントクタテP Pe問icaria抑 besrens(Blume) H.Hara 果実 2 (9) 

ウナギツカミ Persi即日明日出師（L.)HGross 果実 (13) 
サナエタデオオイヌタデ fl'%凶e'i~~~~桝e ~~Yo！~悶rpa\k；~／（；悶elarbre var inca叩（Roth)HHara P. la向thifol悶 果実 3 (1) 

ミゾソノミ Polygonum thunbergii (Siebold et Zucc.) H.Gross 果実 1 
タデ属 Polygonum sp. 果実 10 (2) 

ギシギシ属 RumeχSP‘ 果実 (1) 
ノミノフスマ Stellaria i liginosa Murray var undula担（Thunb.)Fenzl 種子 2 
アカザ属 Cheno戸odiumsp 種子 1 
キケマン属 Carコnali.ssp 種子 1 
オトギリソウ属 Hypericum sp 種子 16 
ツリフネソウ属 Impatiens sp 種子 2 
ノブドウ Ampeloρsi.s glandulosa (Wal日） Momiy. var heterophylla (Thunb.) Momiy 種子 6 (10) 
メロン仲間 Cucumis melo L. 種子 1 (3) 
ヒョウタン仲間 Lagenaria sicera門σ（Molina)St皿 dL 種子 (2) 

セリ科 Apiaceae sp 呆実 1 
シロネ属 L少ropussp. 果実 7 
シソ属 Perilla spp 果実 5 (11) 

ナス属 Salm叫 msp 種子 2 
メナモミ属 Sigesbeckia sp 果実 1 
ヘラオモダカ Alisn o c即日lirulatu削 ABraun. et CD.Bouche 果実 7 
ヒルムシロ属 Po担問ogetonsp 干五 68 
メヒシパ属 Digitora sp 果実

イヌピエ属 Echinochloa spp 有ふ果

イネ 。ryzasaliva L 籾殻

エノコログサ属 Seta門aspp 有ふ果 l (1) 

イネ科 Grarnineae sp 果実 2 
ミクリ属 s，仰rganw間 sp 核 254 (7) 
ウキヤガラ Bolboschce叩sfluviatilt.s (Torr.) Sojak subsp. yagara (Ohwi) T.Koyama 果実 2 
スゲ属A Carex sp. A 果実 9c (4) 

スゲ属B Carex sp. B 果実 52 
スゲ属C Carex sp. C 果実 1 
スゲ属D Carex sp. D 果実 2 
スゲ属E Carex sp. E 果実 1 
カヤツリグサ属 Cy per削 sp 果実 5 
サンカクイ フトイ Srhoenoplectus triQl eter (L) Palla S白bernaemon師削（C.C. Gmelin) Palla 果実 1 

wn 

芽 （＋＋＋） 

見同定虫不能 種実 .. m 
＋＋） 

++: 10 49, +++: 50-S9 （括弧内は破片数）

第13表小竹員塚から出土した大型植物遺体
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暗褐色で、側面観は狭卵形、断面は三稜形。先端と着点が突出する。淡褐色の花被が残存する。長

さ2.3mm、幅l.6mm。

(22）スゲ属E Carex sp. E 果実 カヤツリグサ科

淡赤褐色で、側面観は倒卵形、断面は三稜形。先端と着点がわずかに突出する。微細な網目状隆線

がある。長さ2.6mm、幅l.2mmo

(23）不明 Unknown 炭化種実

破片のため全体形は不明。壁は厚い。表面には浅い雛があり、強い光沢がある。エゴノキ属核の破

片の可能性がある。残存長10.3mm、残存幅6.7mmo

4.考察

弥生時代後期から終末期の溝である SDOlからは、非常に多くの大型植物遺体が得られた。まず植

生から考察すると、試料採取地点にごく近い乾いた場所には森林が分布し、多くのミズナラーナラガ

シワやコナラなどの落葉樹に混じって、ヒサカキ属やコナラ属アカガシ亜属などの常緑樹が生育して

いたと考えられる。溝のそばの明るい場所には、陽樹で、パイオニア植物であるカラスザ、ンショウやア

カメガシワ、タラノキなどが生育し、カラムシ属のような林縁の明るい薮に生育する草本植物がみら

れたと推定される。その他の木本植物も二次林に生育する樹種が多く、樹木植生はある程度管理され

ていた可能性がある。やや湿った場所では、湿地林の構成要素であるハンノキやハンノキ属ーヤシャ

ブシ属などが生育していたと考えられる。花粉分析でもコナラ属コナラ亜属やアカガシ亜属、ハンノ

キ属が多く産出しており、整合的である（第4節参照）。花粉分析の結果では遺跡周辺におけるスギ

の増加が指摘されているが、大型植物遺体ではスギは全くみられず、近場には分布していなかったと

考えられる。草本植物も産出分類群数が多く、浮葉植物のヒルムシロ属、抽水植物のミクリ属やホタ

ルイ属などが目立つため、溝内には絶えず水があり、緩やかな流れがあったか止水していたと考えら

れる。また、イネ籾殻も得られており、上記の水生植物に加えて、産出しているヘラオモダカやウキ

ヤガラなどの水生植物は水田に伴う雑草でもあるため、水田の堆積物が溝内に流れ込んだ可能性があ

る。溝周辺の湿った場所にはボントクタデやミゾソパなどが生育し、乾いた草地にはイヌタデやオト

ギリソウ属、シソ属などが生育していたと考えられる。

得られた分類群の中で、栽培植物はモモとアサ、マクワウリ・シロウリ型のメロン仲間、ヒョウタ

ン仲間、イネである。これらは、利用後に溝内に堆積した可能性や、周辺で水田稲作や畑作が行われ

ていた可能性などが考えられる。野生植物で食用可能な分類群としては、オニグルミとミズナラーナ

ラガシワ、コナラ、コナラ属アカガシ亜属、クワ属、マタタピ属、キイチゴ属、キハダ、ブドウ属、

ミズキ、オオカメノキ、ガマズミ属などが挙げられるが、確実に利用されたというのが明らかな分類

群は打撃痕をもっオニグルミのみで、この他の種実には利用の痕跡や特にまとまって産出するような

様相はみられなかった。このうち、ミズナラ ナラガシワとコナラは、食用となる果実以外の殻斗や

幼果が産出しており、ごく近辺に生育していたと考えられるが、利用されたかは不明で、あった。また、

花粉分析ではクリ属が一定量得られているが、大型植物遺体ではクリは全く得られなかった。

大型植物遺体から弥生時代後期から終末期のSDOl周辺の植生と利用植物について検討した結果、

花粉分析から推定される縄文時代の植生からほとんど変化のない、二次林を主体とした森林資源を背

景とし、一部では栽培植物の利用もしくは栽培が行われ、植物資源の複合的な利用がなされていたと

推定される。
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14 

スケール 1,3,5,6,11,12,24・Smm、2, 4 , 7 -10, 13 23 : 1 mm 

1 オニグルミ核、2 ミズナラーナラガシワ幼果、3 ミズナラ ナラガシワ殻斗、 4. コナラ殻斗、

5 コナラ属アカガシE属果実、6 モモ核、7 ブドウ属種子、8 アサ核、9 カラムシ属果実、10.タデ属果実、

11. メロン仲間種子、 12. ヒョウタン仲間種子、13.シソ属果実、14.ナス属種子、 15.イヌビエ属有ふ果、

16.イネ籾殻、 17.エノコログサ属有ふ果、 18.イネ科果実、 19.スゲ属A果実、20.スゲ属B果実、

21. スゲ属C果実、 22.スゲ属D果実、 23.スゲ属E果実、24.不明炭化種実

第20図 小竹貝塚S001から出土した大形植物遺体
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第V章総括

第1節縄文時代

縄文時代の遺構としてSMOlを検出した。前期後半の親ヶ森I式の土器が地山直上に散布する。貝

塚末端部と推定できる。外来要素が見られない在地系の土器群が主体であり、貝殻は含まれない。 S

MOl直下のN 2層は黒褐色粘土質シルトの地山であるが、珪藻分析からは珪藻化石が溶出した可能

性があるものの、陸域環境であると推定しており当該期においては旧放生津潟の干満による水面の変

化に影響されない小高い場所であったと推定できる。

第2節弥生時代以降

弥生時代の遺構として溝SDOlがある。後期初頭の猫橋式土器が出土した。猫橋式土器については、

楠正勝氏〔楠1996〕、高橋浩二氏〔高橋2002〕、河合忍〔河合2003〕、岡本淳一郎氏〔岡本2006〕な

どの各研究がある。また、田嶋明人氏は仮称としながら後期初頭から中葉にかけてV-1～ 3の3期

に区分する変遷案を提示した〔田嶋2007〕。その後、久田正弘氏は東北系の天王山式土器が猫橋式後

半から法仏式初頭にかけて共伴するとし、この段階が田嶋氏のV-3段階とするのが妥当とした〔久

田2009〕。県内の猫橋式土器が出土は、高岡市下老子笹川遺跡、射水市南太閤山I遺跡、富山市江代

割遺跡などから出土するが、同時に天王山式土器も供伴しており V-3期に位置付けできる。

今回SDOlから出土した土器群の様相として以下の特徴が挙げられる。①近畿系「く」の字蓋で口

唇部に擬凹線を施すもの（20・21）がありヨコナデによる口唇面を形成するものはない、②器台で脚

部が大きく聞き脚基部の径があまり小さくならない筒形に近い形状のもの (17）がある、③有段口縁

で外面に擬凹線を施すV-3期以降に北陸型の査となるものがない、④東北系の遺物を含まない、目、

tのことから SDOlの土器様相としては、 V-1・2期に

位置付けできる。

S DOlからは木製品も出主した。調査区北側に縄文時代

の貯木場があるが今回出土した木製品は形状、放射性炭素

年代測定および遺構に含まれる土器類の年代からいずれも

肱生時代に属し、猫橋式期と白江式期に相当する年代が測

定されている。他にSDOl出土の木製品として、図示して

ないが加工木があり周辺に加工場があると推定できる。

盾の一部（54・55）が出土した。樹種はモミ属で、県内

の氷見市惣領浦之前遺跡で、出土した盾も、樹種はモミ属で

ある。放射性炭素年代で得られた年代は弥生時代後期から

終末期に該当する時期（1880± 40BP）で、法仏式期から

月影式期のものである〔朝田2010〕。モミ属製の盾は実用

品とする一方、材質が柔らかく、板の厚さが薄いため祭記

具とする見方〔石川2004他〕もあり、本例も祭記具の可能

性が高い。

また、鍬未製品が出土し、樹種はアカガシ亜属である。
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泥除装着装置を持つ型式と考えられ、当貝塚周辺に水稲耕作が実施されていたと推定できる。このこ

とは、珪藻分析・花粉分析・種実同定の結果と整合する。当調査区の南側で弥生時代終末期の集落を

確認しており〔富山市教委2009〕、南の山側に弥生集落が立地すると推定できる。

古墳時代以降の環境は珪藻分析から湖沼・沼沢湿地環境で、圃場整備が実施される以前の当員塚周

辺の水田は舟を利用して耕作する湿田であり、湿田耕作は古墳時代まで遡る可能性がある。また、周

辺の植生はスギを主体とした里山が形成されたと花粉分析の結果から推定できる。 （岡田）

時代 様式
田嶋 高橋 岡本

佐野台地 射水丘陵周辺 呉羽丘陵周辺
（初07他） (2JOO) (2006) 

前葉 v 1 
小竹貝塚SDOl 

1 V-2 後期E期 下老子I
囲山

中葉 猫橋式
群

下老子5I 6 後 v 3 後期E期 南太閤山 I5号墓 江代割
下老子SI 7 

期 2 1 
下老子SI 8 南太閤山 I6号墓 打出B-1区SD38 

2 
下老子E 下老子SI 19 南太閤山 I8号墓 鍛冶町SK60 

後葉 法仏式 群一 後期N期

2-2 
下老子SI 10 （新）

布目沢東12号墓
鍛冶町SKlOS 

下老子SI 14 白鳥城跡環濠

3 -1 下老子SI 3 
南太閤山 I3号墓

鍛冶町SKl20 
3 庄内並行 中山南1号住居

前半 月影式 群 トーー一一一一一一一一
下老子E

I期 下老子SI 1 愛宕SE331C 
3-2 

下佐野SI 04 串日新3号住
鍛冶町SI 908 

終

末 4群
庄内並行

蔵野町C区SDlOl上層 中山南2号住居
千坊山SI 04 

E期 千坊山SI 11 
期

富崎SXOl 
後半 白江式 5群 下佐野 針原東SK206 

庄内並行 翠尾I遺跡東土器溜り

E期 鍛冶町B区SK 4 8 
6群 下佐野SI 01 HS-04遺跡SDl51 

杉谷4号墳

時期 蚤
~ 

'.5.2: 高杯・器台 鉢 山陰系／東北系

v 

言雲言霊三三日

害卓三品：きさ応p
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第22図 弥生時代後半の土器変遷対応表と後期前葉から中葉の土器変遷図（1 /10) 
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富とや山ま市し 36度 137度 20130312 

小竹貝塚 16201 2010096 43分 10分 44.0 道水路付替工事
呉くれ羽はま町ち北きた

14秒 2秒、 20130318 

所収遺跡名 種 jjlj 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文土器、石器

（打製石斧、磨製
貝塚の南側末端部を検出し

縄文時代 貝塚 石斧、石錘、砥

石、ピエス・エス
た。

キーユ、剥片）

小竹貝塚
貝塚

弥生土器、木製品
集落跡

弥生時代 溝
（盾・鍬未製品・

弥生時代後期前半
板材・棒材・杭・

部材・加工木）

古代 須恵、器

本調査区は北陸新幹線工事に伴い公益財団法人富山県文化振興財団が発掘した調査箇所（B地区）

の南東端に南接する。

縄文時代には、貝塚SMOlがあり、地山直上に縄文時代前期の土器・石器が薄く散布している。 S

MOlはB地区で検出した貝塚の末端部と推定できる。珪藻分析から、 SMOl直下の地山が陸域環境で

あることから当調査区は旧放生津潟の干満に影響されない小高い場所であったと推定できる。

要 約
弥生時代には、溝SDOIがある。出土遺物は弥生土器と木製品がある。土器は弥生時代後期初頭の

猫橋式の土器を主体とし、弥生時代終末期の白江式も出土する。出土した木製品の放射性炭素年代測

定の年代とも整合する。木製品は盾・鍬未製品・板材・棒材・杭・部材・加工木が出土した。珪藻分

析・花粉分析・種子同定から、この溝周辺が淡水の湿地帯であったことが推定できる。

古墳時代以降は、珪藻分析の結果から湖沼・沼沢湿地環境であり、現代の圃場整備以前は当貝塚周

辺では舟を利用した湿田で、湿回は古墳時代まで遡る可能性がある。また花粉分析からスギを主体と

する里山が形成されると推定できる。
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